
　
本
号
の
新
シ
リ
ー
ズ
第
二
弾
の

文
化
財
探
訪
で
は
、
桜
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。
桜
は
、
ご
存
知
「
春
の

使
者
」。
農
家
で
は
、
桜
と
と
も
に

稲
作
の
準
備
が
始
ま
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。 

　
目
黒
川
の
桜
は
昭
和
の
世
に
開

花
し
た
よ
う
で
す
が
、
明
治
時
代

に
新
渡
戸
稲
造
さ
ん
が
著
し
た『
武

士
道
』
の
中
に
、「
武
士
道
と
は
日

本
の
象
徴
た
る
桜
の
花
の
よ
う
な

も
の
」
と
あ
り
ま
す
。
警
察
官
や
自

衛
官
の
階
級
章
に
桜
花
を
使
っ
て

い
る
の
も
、
武
士
道
に
関
係
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
今
年
も
目
黒
川
は
大
勢
の
人
で

賑
わ
う
こ
と
で
し
ょ
う
。 

編
集
後
記
 

GTニュースのバックナンバーはホームページでご覧になれます。 
この春、いよいよ中目黒ＧＴは、9年目に入りました！ 

4月2日はＧＴの日 

▲ 昨年のＧＴ春まつり風景・ 
　 フォークグループの演奏 

▲ ビンゴゲーム 

▲ 昨年のくすの木まつり風景・ 
　 フォークを楽しむ 

▲ 昇る初日 ▲ 沈む満月 

　
東
急
東
横
線
、
東
京
メ
ト
ロ
日
比
谷
線
の
中
目

黒
駅
前
、
中
目
黒
Ｇ
Ｔ
の
向
か
い
側
に
、
新
た
な

中
目
黒
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
「
ナ
カ
メ
ア
ル
カ
ス
」

が
誕
生
し
た
。
こ
こ
は
上
目
黒
一
丁
目
地
区
第
一

種
市
街
地
再
開
発
事
業
と
し
て
工
事
が
行
わ
れ
て

き
た
所
だ
が
、
昨
年
三
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
中

目
黒
ア
リ
ー
ナ
」
と
十
月
に
完
成
し
た
四
十
五
階

建
て
の
高
層
タ
ワ
ー
「
中
目
黒
ア
ト
ラ
ス
タ
ワ
ー
」

及
び
「
ア
ネ
ッ
ク
ス
」
が
あ
る
。 

　
今
回
は
、
そ
の
「
ナ
カ
メ
ア
ル
カ
ス
」
の
中
目

黒
ア
ト
ラ
ス
タ
ワ
ー
全
体
管
理
組
合
の
理
事
長
に

こ
の
度
、
就
任
し
た
柏
井
栄
一
氏
に
「
ナ
カ
メ
ア

ル
カ
ス
」
や
中
目
黒
エ
リ
ア
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い

て
お
話
を
伺
っ
た
。 

中目黒アトラスタワー全体管理組合 

桜の名所がまた一つ誕生！ 中
目
黒
の
新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
！ 

「
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
」
と
思
え
る 

　
　
　
中
目
黒
の
街
づ
く
り
を
！ 

柏井 栄一理事長 

インタビュー 

　
こ
の
再
開
発
エ
リ
ア

の
全
体
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

は
「
ナ
カ
メ
ア
ル
カ
ス
」

に
決
ま
り
ま
し
た
。「
ナ

カ
メ
ア
ル
カ
ス
」
の
ロ
ゴ

は
「
ア
ル
カ
ス
」
の
部
分

を
逆
に
読
む
と
、
ロ
ー
マ

字
で
「
サ
ク
ラ
」
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
は

「
便
利
さ
」「
快
適
さ
」
の
面
か
ら

は
皆
様
に
歩
い
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
「
ア
ル
カ
ス
」
で
す
が
、

合
わ
せ
て
環
境
面
で
は
桜
の
名

所
で
も
あ
り
、
〝
サ
ク
ラ
〞
を
さ

り
げ
な
く
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
中
に

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。 

「
ナ
カ
メ
ア
ル
カ
ス
」 

　
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
… 

完
成
ま
で
の 

　
　
長
い
歳
月
… 

　
施
設
に
つ
い
て
は
、
商
業
店
舗
、

住
居
、
事
務
所
、
目
黒
区
の
保
育

施
設
、
駐
車
場
、
駐
輪
場
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
交
通
広

場
も
整
備
さ
れ
、
バ
ス
や
タ
ク
シ

ー
、
歩
行
者
の
流
れ
が
円
滑
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
ス
ペ

ー
ス
な
ど
で
は
色
々
な
楽
し
い
活

動
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
計
画
は
本
当
に
長
い
時
間

が
か
か
り
、
や
っ
と
こ
こ
ま
で
来

た
、
と
い
う
感
じ
で
す
。
最
初
は

上
一
町
会
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

発
足
で
、そ
れ
が
昭
和
五
十
六
年
。

平
成
五
年
に
上
目
黒
一
丁
目
地
区

再
開
発
準
備
組
合
が
で
き
、
平
成

十
五
年
に
組
合
設
立
が
認
可
さ
れ

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
間
、
理
事
長
も
父
の
柏
井

信
一
郎
か
ら
加
藤
昭
三
、
五
十
嵐

章
郎
の
各
氏
と
三
代
変
わ
り
ま
し

た
。
完
成
に
当
た
り
新
た
な
体
制

と
な
り
、「
中
目
黒
ア
リ
ー
ナ
」

は
加
藤
昭
三
氏
の
長
男
、
誠
氏
が
、

「
ア
ト
ラ
ス
タ
ワ
ー
」
の
方
は
私

が
理
事
長
に
な
り
ま
し
た
。
親
子

二
代
が
携
わ
る
ほ
ど
の
長
い
道
程

で
し
た
。
ま
だ
ま
だ
私
た
ち
は
年

齢
的
に
は
若
い
の
で
す
が
、
こ
の

再
開
発
に
対
す
る
父
親
た
ち
の
世

　
四
月
四
日
（
日
）
の
午
後
、
今
年

も
花
一
杯
の
Ｇ
Ｔ
広
場
で
九
年
目
に

入
っ
た
Ｇ
Ｔ
が
、
中
目
黒
Ｇ
Ｔ
の
日

記
念
イ
ベ
ン
ト
「
Ｇ
Ｔ
春
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。 

　
目
黒
囃
子
上
目
黒
保
存
会
の
皆
さ

ん
に
よ
る
ふ
れ
囃
子
で
開
幕
。
ひ
ょ

っ
と
こ
獅
子
舞
な
ど
郷
土
芸
能
、
コ

メ
デ
ィ
マ
ジ
ッ
ク
や
音
楽
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

★
音
楽
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
サ
ッ

ク
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
　
ハ
ッ
ピ
ー
ジ

ャ
ズ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
・
Ｃ
ｈ
а
ｚ
ｚ
‐
Ｋ

の
皆
さ
ん
で
Ｊ
а
ｚ
ｚ
を
基
本
に
映

画
音
楽
や
ラ
テ
ン
音
楽
も
ま
じ
え
た

幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
で
す
。
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。 

　
最
後
は
、
お
楽
し
み
の
「
Ｇ
Ｔ
の

日
記
念
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
」 

　
Ｇ
Ｔ
広
場
が
、
華
や
か
に
賑
や
か

に
皆
様
を
お
迎
え
し
ま
す
。 

　
ど
う
ぞ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

　
ハ
イ
ツ
棟
一
階
で
長
ら
く
ご
愛
顧

い
た
だ
き
ま
し
た
「
フ
ラ
ワ
ー
い
と

う
」
の
移
転
に
伴
い
、
新
し
く
次
の

店
舗
が
Ｇ
Ｔ
商
店
会
に
仲
間
入
り
す

る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。 

　
イ
タ
リ
ア
ン
・
バ
ー
ル
の
ラ
ン
チ
、

カ
フ
ェ
、
デ
ィ
ナ
ー
な
ど
を
提
供
す

る
「
中
目
黒
バ
ー
ル
・
デ
ル
ソ
ー
レ
」 

＊
オ
ー
プ
ン
は
、
四
月
下
旬
予
定 

　今年の元旦は、まれに見る好天で穏やかな新年を迎える
ことが出来ました。 
　初めての試みでＧＴタワーの屋上から「初日の出」を拝
みました。 
　“菜の花や月は東に日は西に”と蕪村は詠みましたが、
今年は蕪村の句とは逆に西の空に満月が沈むころ、東の空
から初日が（六時五十分）昇ってきました。月と初日の天
体ショーです。 

　
健
康
長
寿
、
家
内
安
全
、
商
売
繁

盛
の
神
様
　
第
六
天
社
の
お
祭
り
で

す
。
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

　
　
日
時
　
五
月
十
五
日
（
土
） 

　
　
　
　
　
午
後
三
時
か
ら 

　
例
祭
の
後
、
崇
敬
会
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
の
で
、
関
係
者
の
ご

出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

①
「
獺
会
」
展 

　
四
月
六
日

〜

十
九
日 

②
天
野
政
雄
展 

　
四
月
十
九
日

〜

三
十
日 

③
東
山
パ
ス
テ
ル
の
会
展 

　
四
月
三
十
日 

　
　
　
　
　

〜

五
月
十
日 

④
宮
坂
「
わ
ら
べ
画
」
展 

　
五
月
二
十
五
日 

　
　
　
　
　

〜

六
月
四
日 

⑤
丸
田
悦
子
押
花
展 

　
五
月
二
十
五
日 

　
　
　
　
　

〜

六
月
四
日 

⑥
東
山
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
展 

　
六
月
七
日

〜

二
十
一
日 

⑦
千
吉
良（
ち
ぎ
ら
）手
芸
展 

　
六
月
二
十
二
日 

　
　
　
　
　

〜

七
月
六
日 

ＧＴギャラリーカレンダー 

2010年の年明け 初日の出 の記録 

中
目
黒
Ｇ
Ｔ
プ
ラ
ザ 

　
商
店
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

③
く
す
の
木
ま
つ
り 

②
子
育
て
支
援 

　 

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と 

　
　
お
話
の
会
」の
ご
案
内 

第
六
天
社
　
五
月
例
祭 

①
Ｇ
Ｔ
春
ま
つ
り 

春
の
イ
ベ
ン
ト 

 
予
告
大
特
集 

クラシック音楽とお話の会　チェリースール 
0才からのファミリーコンサート 

2010年5月8日（土） 
プログラム～ハープ、ピアノ、お話など 

GTプラザホールで 
開催！ 

10：45～11：30 
（10：30開場） 

チケットのお申し込み・お問い合せ 

中野　TEL ºªº–¢ª¡º–£ª™¡
正中　E-mail miniriko155@docomo.ne.jp

正中理子 
（司会・お話） 

中野由紀子 
（ハープ・ピアノ） 

入場料500円 
（0才のお子さまから入場料をいただいています） 

　
今
年
も
五
月
は
Ｇ
Ｔ
プ
ラ
ザ
商
店

会
主
催
の
「
く
す
の
木
ま
つ
り
」
で

す
。
何
と
い
っ
て
も
ビ
ン
ゴ
で
す
。 

Ｇ
Ｔ
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
「
く
す
の

き
」
の
周
り
に
全
員
集
合
！ 

・
日
時
　
五
月
九
日
（
日
） 

　
　
　
　
午
後
一
時
か
ら 

・ 

場
所
　
Ｇ
Ｔ
広
場 

ナカメアルカス・オフィシャルサイト 
http://www.nakamearukas.net

2010年4月
第30号 

目黒区上目黒2-1-1 
TEL（5704）0046 
FAX（5721）8928

発行 
全体管理組合 
A棟管理組合 
B・C棟管理組合 

GTニュース30号　オモテ面 

Black DIC F41



つ
ぐ
の
り 

イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト 

① 廣川五司展 

④ 「崔銀庭の手織り」展 ⑤ 岩見保子水彩画展 ② 深津諭美子書道教室展 ③ 二ノ宮啓吉絵画展 

平
成
二
十
二
年 

 

「
Ｇ
Ｔ
賀
詞
交
歓
会
」
開
催 

第
六
天
社
一
月
例
祭 

▲ ニューイヤーコンサート ▲ 賀詞交歓会 

▲ 第六天社  1月例祭 

1月8日（金）～1月21日（木） 

3月23日（火）～4月5日（月） 3月2日（火）～3月15日（月） 2月15日（月）～3月1日（月） 2月1日（月）～2月15日（月） 

Ｇ
Ｔ
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

絵
画
等
多
彩
な
展
覧
会
続
く
！ 

代
の
想
い
を
受
け
継
ぎ
、
新
た
な

中
目
黒
を
創
っ
て
い
け
た
ら
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。 

中
目
黒
の 

　
桜
の
名
所
の
一
つ
… 

人
と
人
の 

関
わ
り
の
大
切
さ
… 

　
私
も
長
い
間
、
こ
の
再
開
発
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
一
番
感

じ
た
の
は
、
人
と
人
の
繋
が
り
の

大
切
さ
で
し
た
。
施
設
は
外
部
の

交
通
広
場
な
ど
を
残
し
、
ほ
ぼ
完

成
し
ま
し
た
が
、
こ
の
工
事
に
は

地
権
者
だ
け
で
な
く
、
本
当
に
多

く
の
地
域
の
方
々
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

そ
の
地
域
の
方
々
に
も
参
加
し
、

楽
し
み
、
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
ソ
フ
ト
面
を
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
点
か
ら
は
「
中
目
黒
Ｇ

Ｔ
」
は
先
輩
で
、
今
ま
で
も
色
々

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
も
中
目
黒
エ
リ
ア

の
二
つ
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て

共
に
や
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。
共
に
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し

地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
っ
て
い
け
た
ら
い
い
で
す
ね
。

「
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
」「
商
売

し
て
い
て
良
か
っ
た
」「
訪
れ
て

良
か
っ
た
」
と
い
う
中
目
黒
を
め

ざ
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。 

　 

中
目
黒
駅
か
ら
上
流
に
向
か
っ
て
九
つ 

蜻 

目
の
南
部
橋
脇
に
あ
る「
桜
樹
記
念
碑
」 

　
一
月
十
三
日
、
Ｇ
Ｔ
プ
ラ
ザ
ホ

ー
ル
で
、
恒
例
の
Ｇ
Ｔ
賀
詞
交
歓

会
が
開
か
れ
、
新
年
に
相
応
し
い

寿
ぎ
の
雰
囲
気
が
会
場
一
杯
に
広

が
り
ま
し
た
。 

　
交
歓
会
に
先
立
ち
、
お
馴
染
み

の「
ア
マ
ー
ビ
レ
・
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
」

を
お
迎
え
し
て
「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
か
れ
美
し
い

音
色
を
し
ば
し
楽
し
み
ま
し
た
。 

目
黒
川
桜
物
語 

　
目
黒
川
は
烏
山
川
と
北
沢
川
の

合
流
す
る
世
田
谷
区
池
尻
か
ら
目

黒
区
と
品
川
区
内
を
山
手
通
り
沿

い
に
流
れ
、品
川
区
東
品
川
で
東
京

湾
に
注
い
で
い
ま
す
。川
に
は
二
十

六
の
橋
が
架
か
り
、そ
の
両
岸
に
は

約
八
百
本
の
桜
が
咲
き
、毎
年
多
く

の
人
々
が
お
花
見
に
訪
れ
ま
す
。 

　
そ
の
目
黒
川
の
南
部
橋（
青
葉
台
）

の
た
も
と
に「
桜
樹
記
念
碑
」と
い

う
石
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は

昭
和
十
一
年
三
月
に
建
立
さ
れ
た

も
の
で
、裏
面
に
は「
昭
和
二
年
に

目
黒
川
の
改
修
工
事
が
完
成
し
た

の
で
、そ
れ
と
同
時
に
両
岸
の
景
観

を
整
備
し
よ
う
と
い
う
計
画
が
有

志
の
間
で
も
ち
上
り
、川
の
両
岸
に

桜
を
植
え
る
事
に
な
っ
た
」と
い
う

内
容
の
建
立
由
来
が
刻
ん
で
あ
り

ま
す
。
記
念
碑
に
は
、
近
隣
に
住
ん

で
い
た
西
郷
隆
盛
の
お
い
、
西
郷

従
徳
ほ
か
八
名
の
発
起
人
、
飯
田

ゑ
い
ほ
か
十
八
名
の
賛
助
員
の
名

前
も
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。当
初
は
、

目
黒
橋
の
た
も
と
に
建
て
ら
れ
て

い
ま
し
た
。後
の
護
岸
改
修
工
事
で

現
在
の
場
所
に
移
さ
れ
ま
し
た
が

大
き
く
立
派
な
も
の
で
す
。両
岸
の

桜
の
木
も
、そ
の
後
の
改
修
工
事
や

空
襲
、排
ガ
ス
、公
害
、寿
命
等
々
で

枯
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、先

達
た
ち
の
心
は
地
元
に
脈
々
と
受

け
継
が
れ
、桜
の
木
も
そ
の
度
に
植

え
替
え
ら
れ
、又
、手
入
れ
さ
れ
な

が
ら
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。今
は

目
黒
川
に
覆
い
被
さ
り
、ト
ン
ネ
ル

の
よ
う
に
な
る
見
事
な
桜
の
木
々

で
す
が
、こ
れ
も
、か
つ
て「
目
黒
川

の
両
岸
に
桜
を
」と
立
ち
上
が
っ
た

有
志
の
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

と「
桜
樹
記
念
碑
」は
語
っ
て
い
ま

す
。そ
し
て
、そ
の
思
い
は
こ
れ
か

ら
も
、よ
り
多
く
の
人
々
に
受
け
継

い
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い

の
原
点
に
あ
る
碑
で
も
あ
り
ま
す
。 

　（
次
回
は「
目
黒
の
新
富
士
塚
」の

予
定
で
す
） 

助
言
・
協
力
＝
平
山
元
也
氏 

参
考
資
料
提
供
＝
目
黒
区
都
市
整

備
部
み
ど
り
と
公
園
課
、目
黒
区
郷

土
研
究
会
他 

シリーズ② 

中
目
黒
文
化
財
探
訪 

　
一
月
十
六
日
（
土
）
午
後
二
時

か
ら
、
中
目
黒
八
幡
神
社
の
岡
部

宮
司
を
お
迎
え
し
て
、
寒
い
中
、

第
六
天
社
崇
敬
会
の
皆
様
で
滞
り

な
く
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
中
目
黒
の
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、

目
黒
区
の
〝
一
つ
の
顔
〞
と
い
え

る
と
思
い
ま
す
。
と
、
同
時
に
環

境
面
で
も
都
市
計
画
に
お
い
て
も

大
き
な
役
割
り
が
あ
る
街
と
も
言

え
ま
す
。
ア
ト
ラ
ス
タ
ワ
ー
の
建

物
全
体
が
実
は
「
桜
の
木
」
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
敷
地
内
の
緑
化
で
も

桜
を
多
く
植
え
る
予
定
で
す
。
種

類
も
花
が
咲
く
期

間
を
少
し
ず
つ
ず

ら
し
、
な
る
べ
く

長
い
間
、
桜
を
楽

し
め
る
よ
う
に
、

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を

は
じ
め
、
ヤ
エ
ベ

ニ
シ
ダ
レ
、
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
、
ヨ
ウ
コ

ウ
ザ
ク
ラ
、
屋
上

に
は
マ
メ
ザ
ク
ラ

と
色
々
で
す
。
き

っ
と
、
目
黒
川
沿

い
の
桜
と
共
に
ナ

カ
メ
ア
ル
カ
ス
の

桜
も
訪
れ
る
方
々

を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
十
年
、
二
十

年
後
の
桜
は
き
っ

と
見
事
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
中
目

黒
桜
ま
つ
り
の
会

場
も
す
ぐ
裏
で
す

か
ら
新
た
な
桜
の
名
所
の
一
つ
に

な
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。 

イ
ベ
ン
ト 

① 

イ
ベ
ン
ト 

② 

地下１階に「マッシュ」誕生！ 

～♪チャランチャラン♪チャランチャラン♪ 
 「緊急地震速報！○○秒以内に大きな揺れが来ます」といった具合に
気象庁と直結したシステムが連動して、震度４以上の地震発生を感知
すると、事前に放送が流れる仕組みです。 

　速報が入っても“慌てず　落ち着いて　行動しましょう” 
まずは、『護身』その後の非常放送に従ってください。 

中目黒ＧＴでは、 
今年1月15日から、緊急地震速報システムを導入しました！ 

いつし  

さいぎんてい 

防
災
セ
ン
タ
ー
に 

　
　
あ
る
モ
ニ
タ
ー 

　本年1月26日（火）に開店いたしました
「マッシュ」です。 
　毎朝11時から天然酵母と国産小麦粉
で作る“焼きたてモチモチのベーグル”です。
プレーン（150円）、クルミ・チーズ・シナモン
レーズン・抹茶あずき（180円）そしてオレン
ジピール・ブルーベリー（200円）など種類

も豊富。スープやドリンク、サラダのセットメ
ニューやサンドイッチもご用意しています。 
　夜はグラス一杯500円からのワインを中心
に、ビールやハイボールと手づくりの料理を
ご提供します。お気軽にお立ち寄りください。 
◎営業時間　Am1 1 : 0 0～Pm1 1 : 0 0  
◎定 休 日　日曜･祝日 

中目黒ＧＴプラザ商店会 

私、店長の 
福井真由美です 

「ナカメアルカス」の桜の植樹計画図 
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